
(57)【要約】

【課題】骨伝導スピーカーが電話機本体ケースから突出

することなく装備されるために骨伝導スピーカーが邪魔

にならず、折畳み式の構成とするのに支障がなく、高騒

音下での使用も可能な骨伝導スピーカーを用いた携帯電

話機を提供することを課題とする。

【解決手段】骨伝導スピーカー４の振動板８を、本体ハ

ウジング１の前面側内側面上部に直接固定することによ

って前記骨伝導スピーカー４を前記本体ハウジング１に

組み込んだことを特徴とする。前記本体ハウジングは、

折畳み式とすることができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
骨 伝 導 ス ピ ー カ ー の 振 動 板 を 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 前 面 側 内 側 面 上 部 に 直 接 固 定 す る こ と に
よ っ て 前 記 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 組 み 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 骨 伝 導
ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ が 折 畳 み 式 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電
話 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 時 の 携 帯 電 話 の 普 及 に は め ざ ま し い も の が あ り 、 多 く の 人 が 所 持 す る に 至 っ て い る 。 そ
の 普 及 と 共 に 、 携 帯 電 話 機 の 小 型 化 、 高 性 能 化 も 進 ん で き て お り 、 そ れ に 伴 な い 、 使 用 さ
れ る ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト に つ い て も 超 小 型 化 、 薄 型 化 の 要 請 が 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
携 帯 電 話 機 の ス ピ ー カ ー と し て は 、 一 般 に 音 圧 型 ス ピ ー カ ー が 用 い ら れ て い る 。 音 圧 型 ス
ピ ー カ ー は 電 話 機 本 体 ケ ー ス 上 部 に 配 備 さ れ 、 本 体 ケ ー ス の 正 面 側 上 部 に 設 け た 放 音 孔 よ
り 放 音 さ れ 、 放 音 孔 を 耳 孔 に 当 て が っ て 聴 取 す る 。 こ の 音 圧 型 ス ピ ー カ ー の 場 合 、 振 動 板
は コ ー ン 形 状 で あ っ て 、 小 型 化 、 薄 型 化 す る に も 自 ず と 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
最 近 、 上 記 音 圧 型 ス ピ ー カ ー の 代 わ り に 、 骨 を 振 動 さ せ る こ と に よ っ て 音 声 を 伝 達 さ せ る
骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 採 用 し た 携 帯 電 話 機 が 考 え ら れ て い る 。 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 こ の 骨 伝 導
ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 の 構 成 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ２ １ は 、 ケ ー ス ２ ２ 内 に 、 ヨ ー ク ２ ３ と マ グ ネ ッ ト ２ ４ と ボ イ ス コ イ ル
２ ５ と か ら 成 る 振 動 系 と 、 ヨ ー ク ２ ３ に 固 定 さ れ る 振 動 板 ２ ６ と を 、 振 動 板 ２ ６ を ケ ー ス
２ ２ の 内 側 面 に 固 定 す る こ と に よ っ て 収 納 し て 構 成 さ れ る 。 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ２ １ は 、 ハ
ウ ジ ン グ ３ １ の 正 面 側 上 部 に 、 ハ ウ リ ン グ 対 策 用 の ク ッ シ ョ ン 材 ３ ２ を 介 し て 突 出 状 態 に
取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 の 場 合 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー が 突 出 状 態 に
取 り 付 け ら れ る た め に 邪 魔 に な り 、 特 に 、 折 畳 み 式 の 構 成 と す る に は 適 さ な い 。
そ こ で 本 発 明 は 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー が 電 話 機 本 体 ケ ー ス か ら 突 出 す る こ と な く 装 備 さ れ る
た め に 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー が 邪 魔 に な ら ず 、 折 畳 み 式 の 構 成 と す る の に 支 障 が な く 、 高 騒 音
下 で の 使 用 も 可 能 な 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 に 係 る 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 用 い た 携 帯 電 話 機 は 、 骨 伝 導
ス ピ ー カ ー の 振 動 板 を 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 前 面 側 内 側 面 上 部 に 直 接 固 定 す る こ と に よ っ て
前 記 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー を 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 組 み 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 。 前 記 本 体 ハ
ウ ジ ン グ は 、 折 畳 み 式 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 依 拠 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 骨 伝 導 ス ピ ー
カ ー を 備 え た 携 帯 電 話 機 の 要 部 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 そ の 要 部 の 部 分 切 截 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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図 中 １ は 本 体 ハ ウ ジ ン グ で 、 従 来 の も の と 同 様 に 、 ア ン テ ナ ２ 、 画 面 ３ 及 び 操 作 キ ー （ 図
示 し て い な い ） を 配 備 す る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ 内 の 正 面 側 上 部 に 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ が
設 置 さ れ る 。 こ の 場 合 、 従 来 の も の の よ う に 、 ス ピ ー カ ー 設 置 部 に 放 音 孔 を 設 け る 必 要 は
な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ は 、 円 形 の ヨ ー ク ５ と 、 ヨ ー ク ５ の 周 壁 内 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ る マ グ
ネ ッ ト ６ と 、 ヨ ー ク ５ の セ ン タ ー ポ ー ル に 巻 装 さ れ る ボ イ ス コ イ ル ７ と 、 ヨ ー ク ５ の 開 放
側 端 面 に 定 着 さ れ る 振 動 板 ８ と か ら 成 る 。 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ は 、 振 動 板 ８ を 直 接 本 体 ハ
ウ ジ ン グ １ の 内 側 面 に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ の 上 部 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ の 内 面 に 直 接 取 り 付 け ら れ る た め 、
本 体 ハ ウ ジ ン グ １ 自 体 が ス ピ ー カ ー の 振 動 板 と し て 動 作 す る 。 従 っ て 、 健 聴 者 が 使 用 し た
場 合 に は 音 響 ス ピ ー カ ー と し て 聞 く こ と が で き 、 ま た 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ の 全 体 か ら 振 動
を 伝 達 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 使 用 者 は 骨 導 音 と 空 気 振 動 音 と を 同 時 に 聞 く こ と に な
る 。 従 っ て 、 健 聴 者 の 場 合 に は 、 よ り 自 然 な 音 質 で 聞 く こ と が で き 、 聴 力 が 落 ち た 者 の 使
用 も 可 能 に な る 。 ま た 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ の 全 体 が 振 動 板 と な る た め に 、 一 般 の 音 圧 型 ス
ピ ー カ ー と 違 い 、 放 音 孔 （ 小 さ な 孔 ） と 耳 孔 を 一 致 さ せ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の よ う に 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ を 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ の 内 面 に 直 接 取 り 付 け た 場 合 は 、 ハ
ウ リ ン グ の 問 題 が 懸 念 さ れ る 。 し か し 、 最 近 の 携 帯 電 話 機 は デ ジ タ ル 化 さ れ て お り 、 ま た
、 高 性 能 の ハ ウ リ ン グ キ ャ ン セ ラ ー が 組 み 込 ま れ る た め に 、 ハ ウ リ ン グ 問 題 は 解 消 さ れ る
。 殊 に 、 折 畳 み 式 の 電 話 機 の 場 合 は 、 構 造 上 ス ピ ー カ ー 組 み 込 み 部 と マ イ ク ロ ホ ン 組 み 込
み 部 と が 分 離 さ れ て い る た め 、 一 層 ハ ウ リ ン グ の 問 題 が 起 こ り に く い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に 係 る 携 帯 電 話 機 の 場 合 は 、 特 に 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー ４ を 用 い て い る た め に 、 高 騒
音 下 に お い て も 、 耳 栓 を す る 等 し て 耳 を 塞 ぐ こ と に よ り 、 騒 音 の 影 響 を 余 り 受 け ず に 通 話
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 述 し た 通 り で あ る の で 、 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー が ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 組 み 込 ま れ た
突 出 部 の な い す っ き り と し た デ ザ イ ン と す る こ と が で き 、 頭 部 の 耳 周 辺 部 と 本 体 ハ ウ ジ ン
グ と の 各 当 接 部 位 に 制 限 が な く 使 用 態 様 に 自 由 度 が あ り 、 ハ ウ リ ン グ の 問 題 も な く 、 健 聴
者 が 使 用 し て も 、 聴 覚 障 害 者 が 使 用 し て も 、 違 和 感 な く 使 用 す る こ と が で き る 効 果 が あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 携 帯 電 話 機 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 携 帯 電 話 機 の 要 部 の 部 分 切 截 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 携 帯 電 話 機 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 携 帯 電 話 機 の 要 部 の 部 分 切 截 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 本 体 ハ ウ ジ ン グ
２ 　 　 ア ン テ ナ
３ 　 　 画 面
４ 　 　 骨 伝 導 ス ピ ー カ ー
５ 　 　 ヨ ー ク
６ 　 　 マ グ ネ ッ ト
７ 　 　 ボ イ ス コ イ ル
８ 　 　 振 動 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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